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　梅雨が明けて毎日暑い日が続いています。

　子どもたちは、暑さにも負けず、プール遊びをする

ために小学校にやってきました。

　この日もプールでは、子どもたちの元気な声が聞こ

えてきます。

　主な内容

９月浜田市議会定例会日程（予定）……………………Ｐ２
浜田市安全安心標語コンクール …………………………Ｐ２
子育て＆健康ひろば ……………………………… Ｐ10～Ｐ13

　
　
　

浜
田
市
市
民
憲
章（
平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

プール遊びは楽しいな！！



2広報はまだ：平成19年８月15日号

　

市
で
は
、
防
犯
に
対
す
る
意
識

を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

次
の
と
お
り
安
全
安
心
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

一
般

テ
ー
マ　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
例　

少
年
非
行
の
防
止
、
薬
物
乱

用
の
防
止
、侵
入
犯
罪
の
防
止
、

盗
難
の
防
止
、
１
１
０
番
の
か

け
方
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

募
集
期
間　

９
月
10
日
㈪
ま
で

申
込
方
法　

パ
ソ
コ
ン
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

は
が
き
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
を
記
入
の
上
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。（
持
参
も
可
）

表
彰
の
種
類　

最
優
秀
賞（
５
点
）

　
【
賞
状
、
記
念
品
】

通
知
方
法　

入
賞
者
へ
は
、
電
話

で
通
知
し
ま
す
。

※　

10
月
11
日
㈭
に
開
催
予
定
の

浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
（
仮
称
）
で
表
彰
し

ま
す
。

※　

作
品
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

前
大
会
会
場
へ
展
示
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
、
最
優
秀

作
品
に
つ
い
て
は
、
浜
田
市
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
啓
発
看
板

に
掲
載
し
ま
す
。

※　

作
者
の
氏
名
は
公
表
す
る
も

の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作

品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

応
募
先　

浜
田
市
役
所
総
務
課
防

災
交
通
係　
【
〒
６
９
７-

８
５

０
１　

殿
町
１
番
地
（
FAX
㉓
１

８
６
６
）】

　

持
参
の
場
合　

本
庁
ま
た
は
各

支
所
総
務
課

Em
ail:soum

u@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
交

通
係
（
☎
本
庁
内
線
３
２
５
、

３
４
０
）

　

既
存
の
住
宅
に
一
定
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

申
告
に
よ
り
改
修
工
事
が
完
了
し

た
年
の
翌
年
度
分
の
当
該
住
宅
に

か
か
る
固
定
資
産
税
額
（
１
０
０

㎡
相
当
分
ま
で
を
限
度
と
す
る
）

の
１
／
３
を
減
額
し
ま
す
。

要
件

　

次
の
４
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
こ
と

⑴　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

⑵　

次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

　

①
65
歳
以
上
の
人

　

②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援

　

認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

③
障
害
者
の
人

⑶　

次
の
工
事
で
補
助
金
な
ど
を

除
く
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

　

①
廊
下
の
拡
幅

　

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

　

③
浴
室
の
改
良

　

④
便
所
の
改
良

　

⑤
手
す
り
の
取
り
付
け

　

⑥
床
の
段
差
の
解
消

　

⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

　

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

⑷　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修

工
事
が
完
了
し
て
い
る
こ
と

申
告
方
法

改
修
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

⑴　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
減
額
申
告
書

（
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。）

⑵　

居
住
者
が
65
歳
未
満
で
要
介

護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
写
し

⑶　

居
住
者
が
65
歳
未
満
で
障
害

者
の
人
な
ど
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
写
し

⑷　

改
修
工
事
の
明
細
書
（
見
積

明
細
書
や
図
面
な
ど
工
事
の
内

容
お
よ
び
費
用
が
確
認
で
き
る

も
の
）

⑸　

改
修
工
事
の
領
収
書
（
工
事

費
用
を
支
払
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
）

⑹　

改
修
工
事
の
写
真
（
着
工

前
、
完
了
後
）

⑺　

補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
補
助
金
な
ど
の
内
容

を
確
認
で
き
る
書
類

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

税

務
課
資
産
税
係
２
階
⑯
番
窓
口

（
☎
本
庁
内
線
２
３
３
、
２
３

　

４
、
２
３
６
）

会期　８月30日㈭～９月21日㈮（23日間）
８月23日㈭  議会運営委員会
30日㈭  開会 提案説明（全員協議会）
９月３日㈪～５日㈬　本会議　一般質問
６日㈭　本会議　一般質問予備日
７日㈮　本会議　議案質疑
10日㈪　総務文教委員会
11日㈫　福祉環境委員会
12日㈬　産業経済委員会
13日㈭　建設都市委員会
18日㈫～19日㈬　予算審査委員会

　　　21日㈮　本会議　表決（全員協議会）、
議会運営委員会

　なお、日程については予定であり、開会１週
間前の議会運営委員会で正式に決定します。
　上記各会議の傍聴は、当日議会事務局で受け
付けています。
　なお、委員会、全員協議会の傍聴は、会場の
都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からです
が、変更になる場合がありますので事前にお問
い合わせください。
問い合わせ先
　議会事務局（☎本庁内線５１６）

募 集

浜
田
市
安
全
安
心
標
語

コ
ン
ク
ー
ル

9月浜田市議会定例会日程（予定）

税の減額

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税

が
減
額
に
な
り
ま
す
。
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携帯電話からの
災害用伝言板サービスの
利用について

　災害発生地域に住んでいて携帯電
話を持っている人は、インターネッ
ト接続サービスを利用し、開設され
た災害用伝言板に自分の安否情報を
登録することができます。

　また、登録した安否情報などは、インター
ネットを通じ、他社携帯電話やＰＨＳ、パソコ
ンから閲覧・確認ができます。
※　大規模災害が発生した場合にサービスの運
用が開始されます。

①～③の説明は、次のとおりです。
①サービス概要、登録・確認方法
②他社携帯電話・ＰＨＳおよびパソコンなどか
らの安否情報を確認する場合

③問い合わせ先

ＮＴＴドコモ「災害用伝言板」
①ｉＭｅｎｕ→お知らせ→ｉモード災害用伝言板
※　大規模災害時にはｉＭｅｎｕの１番上にｉモー
ド災害用伝言板が表示されます。
②http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi
③ドコモインフォメーションセンター（無料）
　ドコモ電話から　局番なし１５１
　一般電話から　０１２０-８００-０００
http://www.docomo-chugoku.co.jp/

ＫＤＤＩ「災害用伝言板」
①ＥＺキー→トップメニュー→災害用伝言板
②http://dengon.ezweb.ne.jp/
③ａｕお客様センター（無料）
　ａｕ電話から　局番なし１５７
　一般電話から　００７７-７-１１１
http://www.au.kddi.com/

ソフトバンク「災害用伝言板」
①Ｙａｈｏｏ！ケータイ
　　　↓　
　トップメニュー→災害用伝言版
②http://dengon.softbank.ne.jp/
③ソフトバンクお客様センター（無料）
　ソフトバンク電話から　局番なし１５７
　一般電話から　００８８-２５０-１５７
http://mb.softbank.jp/mb/

（総務課防災交通係）

　

総
務
省
お
よ
び
島
根
県
、
浜
田

市
で
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
10
月

１
日
を
調
査
日
と
し
て
就
業
構
造

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
も
の

で
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
国
や
都

道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
政
策
お

よ
び
経
済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立

案
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
わ
が
国
の
全
世

帯
の
中
か
ら
統
計
的
手
法
に
よ
り

選
定
し
ま
す
。
市
に
お
い
て
は
、

学
校
や
公
民
館
な
ど
の
駐
車
場
を

利
用
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
運
行
に
先
立
ち
、
浜
田
の
小
・

中
学
生
を
対
象
に
車
の
愛
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
す
て

き
な
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
市
内
図
書
館
・

図
書
室
、
公
民
館
、
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
本
庁
内
線
４
５
７
）

　

浜
田
図
書
館（
☎
㉒
０
４
８
０
）

　

市
で
は
都
市
計
画
、
道
路
、
防

災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用

す
る
た
め
の
、
市
全
域
を
対
象
と

す
る
地
形
図
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

　

地
形
図
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
道
路
、
河
川
、
建
物
な
ど

の
形
状
や
、
地
形
図
に
表
示
す
る

施
設
名
称
な
ど
を
調
査
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
地
作
業
員
は
、
市
が

発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

作
業
範
囲　

市
全
域

作
業
の
名
称　

浜
田
市
基
盤
図

デ
ー
タ
作
成
業
務

作
業
機
関　

㈱
パ
ス
コ

作
業
時
期　

平
成
21
年
９
月
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
企
画
課
（
☎
本
庁
内
線
５

　

７
５
、５
７
６
）

ま
ず
、
選
定
さ
れ
た
調
査
区
内
の

全
世
帯
に
調
査
員
が
事
前
調
査
に

伺
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の

無
作
為
に
選
ば
れ
た
15
調
査
世
帯

へ
改
め
て
調
査
員
が
後
日
、
調
査

票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世

帯
へ
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（

総
務
課
統
計
係
）

　

浜
田
図
書
館
か
ら
離
れ
て
い
る

地
域
へ
出
向
い
て
、
本
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。

　

本
の
数
は
、
１
、５
０
０
冊
で
、

調 査

平
成
19
年
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す

運 行

こ
の
冬
、
移
動
図
書
館
車

の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。

整 備

市
全
域
の
地
形
図
を
整

備
し
ま
す
。



平
成
19
年
度 

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

小
原
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

と
し
て
、
そ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て

い
る
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）
に
よ
り
、

蛍
ま
つ
り
で
活
用
す
る
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
法
被
、

イ
ス
な
ど
の
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
し
た
備
品
を
使
用
し
て
、
６
月
９
日
㈯
に
は
第
７
回
目

の
蛍
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
蛍
の
養
殖
か
ら
放
流
、
そ
し
て
こ

の
日
の
蛍
祭
り
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
ま
で
に
は
多
く
の
労
力
を
要

し
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
よ
う
、
自

治
会
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

〜
小
原
自
治
会
が
助
成
を
受
け
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。〜

（
地
域
政
策
課
、
三
隅
支
所
自
治
振
興
課
）

浜田市役所 法務局浜田支部

ANA石見地区総代理店
　㈱石見エアサービス

国道 9号線

至 江津市

出雲大社
　石見分祠

至 浜田駅
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年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金

の
増
額
分
は
、
時
効
に
よ
り
消
滅

し
た
分
を
含
め
て
、
本
人
ま
た
は

遺
族
の
人
へ
全
額
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
・
・
・

　

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、年
金
が
増
額
し
た
場
合
で
も
、

時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の
５
年
分

の
年
金
に
限
っ
て
支
払
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
・
・
・

　

時
効
特
例
法
の
成
立
に
よ
り
過

去
に
時
効
消
滅
し
た
分
も
含
め
て

全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
い
ま

す
。

対
象

・
今
後
、
年
金
記
録
を
訂
正
す
る

人
・
既
に
年
金
記
録
を
訂
正
し
て
い

る
人
で
、

①　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年

金
額
が
増
え
た
が
、
従
来
、
過

去
の
増
額
分
は
時
効
消
滅
に
よ

り
直
近
の
５
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
支
払
っ
て
い
た
人

②　

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年

金
の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、

新
た
に
年
金
を
支
払
う
こ
と
と

な
っ
た
が
、
従
来
、
過
去
の
分

は
時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の
５

年
分
の
年
金
に
限
っ
て
支
払
っ

て
い
た
人

③　

①
や
②
に
該
当
す
る
人
が
、

死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
遺
族
の
人

※　

遺
族
の
範
囲
は
、
死
亡
時
そ

の
人
と
生
計
同
一
者
に
限
り
、

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
と
な
り

ま
す
。

手
続
方
法

今
後
、
年
金
記
録
を
訂
正
す
る
人

　

記
録
の
訂
正
の
手
続
以
外
に
特

別
な
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（
年
金
記
録
の
訂
正
に
あ
わ
せ
自

動
的
に
手
続
を
行
い
、
５
年
を
経

過
し
た
年
金
額
も
支
払
い
ま
す
。）

既
に
年
金
記
録
を
訂
正
し
て
い
る
人

　

必
要
な
記
載
事
項
を
印
字
し
た

用
紙
を
順
次
発
送
（
９
月
〜
）
し

ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、
内
容
を

確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

用
紙
が
手
元
に
届
く
前
に
手

続
き
し
た
い
場
合
は
、
浜
田
社

会
保
険
事
務
所
で
受
け
付
け
ま

す
。

※　

手
続
か
ら
支
払
い
ま
で
の
期

間
は
、２
〜
３
か
月
程
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
㉒
０
６
７
２
）

http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
⑤
１
１
６
５

年 金

年
金
時
効
特
例
法
に

つ
い
て

変 更

快
適
ア
ク
セ
ス
事
業
の
申

請
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
で
は
、萩
・
石
見
空
港
（
東

京
、大
阪
）
を
利
用
す
る
人
に
「
浜

田
駅

⇔

益
田
駅
」
間
の
Ｊ
Ｒ
乗
車

券
お
よ
び
「
益
田
駅

⇔

萩
・
石
見

空
港
」
間
の
タ
ク
シ
ー
券
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

申
請
場
所
は
、
萩
・
石
見
空
港

内
観
光
案
内
所
と
浜
田
地
区
の
２

か
所
あ
り
、
変
更
の
あ
っ
た
場
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。

浜
田
地
区
申
請
場
所

　

Ａ
Ｎ
Ａ
石
見
地
区
総
代
理
店　

　

㈱
石
見
エ
ア
サ
ー
ビ
ス

変
更
前
所
在
地　

黒
川
町
４
１
８
０

変
更
後
所
在
地　

田
町
１
１
６-

１

　

石
見
交
通
田
町
ビ
ル
２
階

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）
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国 保

国
民
健
康
保
険
の
紹
介

国
保
と
は
？

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
医

療
保
険
の
ひ
と
つ
で
、
病
気
や
ケ

ガ
に
備
え
て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
お
金
を
出
し
合
い
、
必
要
な
医

療
費
な
ど
に
あ
て
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険

組
合
や
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
、
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人
お
よ
び
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
人

が
、
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な 

っ
て
い
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

・
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自

営
業
の
人

・
農
業
や
漁
業
な
ど
を
営
ん
で
い

る
人

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
た
人
・
扶
養
を
は
ず
れ
た

人
・
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
て
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
人

・
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
1

年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る
と
認

め
ら
れ
た
外
国
人

届
出
が
必
要
な
と
き

　

職
場
の
健
康
保
険
と
違
い
、
国

保
は
世
帯
主
の
責
任
で
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
帯
主

は
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

届

出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ
た
り
す

る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※　

届
出
に
来
る
人
が
本
人
・
住

民
票
上
同
一
世
帯
の
人
・
直
系

血
族
・
配
偶
者
以
外
の
場
合

は
、
委
任
状
と
身
分
証
明
書
も

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
福
祉
課
）

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
（
☎
③
３
４
３
６

―

０
１
５
１
）

県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課 

（
☎
０
８
５
２
㉒
５
２
９
７
）

制 度

中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度

　

退
職
金
は
国
の
制
度
で

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な

ど
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を

今日からおうちで省エネ !!【テレビの巻】
～二酸化炭素（CO２）の排出を減らして、

地球温暖化を防ごう！～
　ついついテレビをつけっぱなしにしていません
か。ここでテレビの使い方を見直してみましょう。
環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクです。 
テレビを見ないときは消しましょう。
～１日１時間テレビを見る時間を減らした場合～
●ブラウン管の場合（25インチ）
　年間で電気31.86kwhの省エネ　約700円の節約
　原油換算8.03Ｌ　CO２削減量　17.7㎏
●液晶の場合（20インチ）
　年間で電気15.00kwhの省エネ　約330円の節約
　原油換算3.78Ｌ　CO２削減量　8.3㎏
●プラズマの場合（32インチ）
　年間で電気74.57kwhの省エネ　約1,640円の節約
　原油換算18.79Ｌ　CO２削減量　41.4㎏
画面は明るすぎないように調節しましょう。
テレビ（ブラウン管：25インチ）の画面の輝度を
最適（最大→中央）に調節した場合
　年間で電気29.89kwhの省エネ　約660円の節約
　原油換算7.53Ｌ　CO２削減量　16.6㎏

一口メモ　明るさを調節する前に、画面の掃除を
しましょう。テレビ画面は静電気でホコリを寄
せつけやすいので、汚れやすいものです。一週
間に一度くらいは掃除をしましょう。

　出典　㈶省エネルギーセンター「第４版　家庭の省エネ大事典」
(環境課)

このようなときには届出を 届出に必要なもの 
国
保
に
加
入
す
る
と
き

転入してきたとき 転出証明書・印鑑 

職場の健康保険をやめたとき 離職票または資格喪失証明書・
印鑑・年金受給者は年金証書 

子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳・印鑑 
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書・印鑑 
外国人が加入するとき 外国人登録証明書 

国
保
を
や
め
る
と
き

転出するとき 保険証・印鑑 

ほかの健康保険に加入したとき 国民健康保険証・職場の健康保
険証・印鑑 

死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの・
印鑑 

生活保護を受けるようになった
とき

保険証・保護開始決定通知書・
印鑑 

そ
の
ほ
か
の
と
き 

退職者医療制度の対象となった
とき 保険証・年金証書・印鑑

住所・世帯主・氏名などが変っ
たとき 

保険証・印鑑 世帯が分かれたり、一緒になっ
たとき 
出かせぎや、長期の旅行に行く
とき 
修学のため、別に住所を定める
とき 保険証・在学証明書・印鑑 

保険証をなくしたとき・汚れて
使えなくなったとき 

身分を証明するもの（使えなく
なった保険証など）・印鑑
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　浜田市の皆さん「你
ニー

好
ハオ

！」新しく浜田市国際交流
員として中国山

さん

東
とう

省
しょう

煙
えん

台
たい

市
し

から参りました董
とう

剛
ごう

で
す。４月13日㈮に来浜してから早くも４か月が過ぎ
去ろうとしています。浜田市は海あり、山あり、自
然が美しく、人情が豊かで、人と自然の調和のとれ
た町だと強く感じており、これから国際性豊かな浜
田で新しい自分を発見していきたいと思います。
　今回は私にとって90年代の日本留学に続き、２度
目の日本長期滞在になります。前回の留学からは７
年余りの間隔を空けての来日となりますが、その間
に日本自身も、中日関係も大きな変化を遂げている
と実感しています。振り返ると、中国と日本とは隣
国として長い交流の歴史を有しており、とりわけ経
済面では、中国の改革・開放以来、両国間の交流が
飛躍的に発展し、いまや両国は経済的に高度な相互
補完関係にあります。しかしながら、一方で両国の
国民の間には互いへの不信感がなお存在することも
否めない事実であり、近年の中国と日本の関係は摩
擦や不信感が深まる傾向さえ見られます。
　このようなお互いへの不信感が生じた原因の一つ
は相手国の歴史や文化、社会などに対する理解の欠
如ではないかと考えられ、また知日派の有識者と知
中派の有識者の少なさを物語っていると私は思いま
す。
　中日関係は今、政治、経済、文化など様々な意
味で、両国にとって最も重要な２国間関係の一つと
なっております。政治の面では、中国と日本両国の
国際的な重要性が増大するなか、中国と日本との関

係は今後ますます重要になっていき、中日両国は共
にこの地域で責任ある大国として、地域の発展のた
めに共同の責任を負っています。
　中日の安定した協力関係の発展は、両国にとって
重要であるのみならず、アジア太平洋地域ひいては
世界の繁栄と安定にも寄与するものであります。経
済の面では最近の中日経済関係を見ると、近年貿易
額を増加してきており、2006年度は2000億ドルの大
台を突破しました。人の交流をみても、両国間を行
き来する人は年間で400万人を超えており、実に毎
日１万人以上が中日間を行き交っていることになり
ます。このように、経済や文化など多分野における
中日間の関係は確実に広く、深くなってきており、
中日両国は現在ほど相互理解・相互交流が必要な時
期はないと考えております。
　2007年は中日国交樹立35周年、日本からの遣隋
使派遣1400周年を迎え、中日関係の節目の年となる
と思います。21世紀において中日関係をより良好な
ものとし、両国間の経済交流を一層発展させるため
には、両国国民の相互信頼の確立が不可欠であり、
地理的にも近く、歴史的、文化的にも密接な関係に
ある両国の結びつきがますます重要となってきま
す。こうした考え方に基づき、私は国際交流員とし
て自らの役割を自覚し、仕事を一生懸命頑張ってい
きたいと思います。そして微力ながら相互理解を促
進し、少しでも、中国と日本の相互理解に役に立て
れば幸いと存じます。

浜田市の皆さん、はじめまして　ー 浜田で新しい自分発見 ー

浜田市国際交流員　董　剛

祝世界遺産
登録

石
見
銀
山
方
式

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
つ

い
て

　
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化

的
景
観
」
は
７
月
２
日
㈪
、
世
界

遺
産
委
員
会
に
お
い
て
世
界
遺
産

と
し
て
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
本
で
14
番
目
、
産

業
遺
産
と
し
て
は
ア
ジ
ア
で
初
め

て
の
快
挙
で
す
。

　

石
見
銀
山
か
ら
産
出
し
た
銀

は
、
16
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
か
け

て
、
世
界
の
産
出
量
の
１
／
３
を

占
め
た
日
本
産
の
銀
の
う
ち
大
部

分
を
占
め
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
の

は
、
鉱
山
跡
や
町
、
港
な
ど
、
総

面
積
約
４
４
２
ha
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
遺
跡

で
す
が
、
現
在
、
観
光
客
が
大
幅

に
増
加
し
、
非
常
に
混
雑
し
た
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
大

森
町
の
町
並
み
地
区
で
は
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
極
め
て
少
な
い
た

め
、
観
光
車
輌
に
つ
い
て
は
、
約

２
㎞
離
れ
た
石
見
銀
山
駐
車
場
か

ら
路
線
バ
ス
（
約
30
分
に
１
本
・

土
日
祝
日
は
約
20
分
に
１
本
）
ま

た
は
徒
歩
（
約
20
分
）
で
来
訪
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
訪
れ

た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
静
か
な
町

並
み
や
遺
跡
を
安
心
し
て
散
策
し

て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
谷
あ
い
の

小
さ
な
町
で
生
活
す
る
４
５
０
人

余
り
の
住
民
の
暮
ら
し
と
環
境
を

守
り
、
将
来
に
わ
た
り
遺
跡
を
適

切
に
保
存
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
石
見
銀
山
を
観
光
す

る
際
に
は
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
田
市
観
光
協

　

会（
☎
０
８
５
４
89
９
０
９
０
）

至川本・広島

石
見
銀
山
ト
ン
ネ
ル

五百羅漢・

・町並み交流センター

熊谷家住宅
・

旧河島家

・

・大森代官所跡
　（石見銀山資料館）

至国道９号・浜田

徒歩コース

Ⓟ石見銀山駐車場
（ふれあいの森公園）

龍源寺間歩　・

至大田市街
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
韓
国

か
ら
来
た
林
成
炫
と
申
し
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
韓
国
で
大
学
を
卒

業
し
、
４
月
に
島
根
県
立
大
学
大

学
院
の
開
発
研
究
科
に
入
学
し
ま

し
た
。
大
学
の
時
、
日
本
語
を
専

攻
し
た
わ
た
し
は
、
日
本
の
経
済

や
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を

深
め
た
い
と
思
っ
て
、
県
立
大
学

は
そ
の
分
野
に
お
い
て
は
奥
深
い

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま

し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
３
か
月
ほ
ど
経

ち
ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
の
時
間
で
し
た
。
日
本
語
と

専
攻
の
勉
強
で
忙
し
い
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
日
本
文
化
を
体
験
し

な
が
ら
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
浜
田
に
つ
い
て
は
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
静
か
で
穏
や
か
な
住
み
や
す

い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
来

て
会
っ
た
人
た
ち
か
ら
「
田
舎
な

の
に
大
丈
夫
?
」
と
聞
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
田
舎
だ
か
ら

こ
そ
日
本
の
伝
統
的
な
姿
が
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
浜

田
の
市
民
の
人
た
ち
が
と
て
も
親

切
で
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
会

う
様
々
な
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
、
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の

う
ち
、
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の

皆
さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

開
講
予
定
科
目 

地
域
観
光
資
源
論

　
（
林
秀
司
准
教
授　
　

㈭
５
限
目
）

日
本
朝
鮮
半
島
交
流
史

　
（
福
原
裕
二
准
教
授　

㈭
５
限
目
）

ほ
か

受
付
期
間

　

８
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

受
講
期
間

　

10
月
〜
平
成
20
年
２
月

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
室
（
☎
㉔
２
２
０
３
）

バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
刻
印
さ
れ
た
文

字
Ｊ
ｅ 

ｍ
ｅ 

ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ

が
目
を
引
き
ま
す
。「
私
は
忘
れ

な
い
、
覚
え
て
い
る
」
と
い
う
意

味
で
す
が
、
何
を
忘
れ
ず
に
記
憶

す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
も
そ

も
な
ぜ
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
？

異
邦
人
（
私
）
だ
け
で
な
く
、
疑

問
に
思
う
カ
ナ
ダ
人
は
多
い
よ
う

で
、
こ
れ
を
題
材
に
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
仏
系
カ
ナ
ダ
人
は
フ
レ

ン
チ
・
ル
ー
ツ
を
忘
れ
ず
、
イ
ヌ

イ
ッ
ト
ら
先
住
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
虐
げ
ら
れ
た
歴
史
を
忘
れ

ず
、
カ
ナ
ダ
人
の
多
数
を
占
め
る

移
民
は
故
国
の
文
化
と
誇
り
を
忘

れ
な
い
と
語
り
ま
す
。
何
か
を
忘

れ
ず
に
記
憶
す
る
と
は
、
自
ら
の

ル
ー
ツ
を
問
い
直
す
こ
と
。
言
葉

１
つ
と
っ
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
と
ら

え
方
が
違
い
、
そ
の
違
い
を
尊
重

す
る
寛
容
と
知
性
が
社
会
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。
カ
ナ
ダ
で
も
日
本

で
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
８
月

が
来
る
た

び
に
記
憶

す
る
こ
と

の
大
切
さ

を
思
い
ま

す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
結
果

輝
け
！
け
ん
だ
い
っ
子
②

島
根
県
立
大
学

　

大
学
院
開
発
研
究
科
1
年

林リ
ム　

　

成ソ
ン　

炫ヒ
ョ　

　

７
月
14
日
㈯
に
開
催
し
た
第

一
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が

参
加
し
、
授
業
体
験
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
先
輩
な
ど
と
の
交
流

を
通
じ
て
県
立
大
学
を
体
感
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
も

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、「
先
輩
が
や
さ
し
か
っ
た
」

「
写
真
で
見
た
以
上
に
キ
ャ
ン
パ

ス
が
き
れ
い
だ
っ
た
」「
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
勉
強
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
（
第
二
回
）
は
、
９
月
23

日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
秋
学
期
（
10
月

開
講
）
科
目
等
履
修
生
・
聴

講
生
募
集

新
任
教
員
か
ら
の

　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
③

講
師　

佐　

藤　
　

壮

「
わ
た
し
は
忘
れ
な
い
」

　

学
生
時
代
の
留
学
先
、
カ
ナ
ダ

の
ケ
ベ
ッ
ク
州
は
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
の
名
残
を
と
ど
め
、
英

語
よ
り
も
仏
語
が
幅
を
き
か
せ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
車
の
ナ
ン
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わ だ い かなぎかなぎ

　６月28日㈭、長野県長野市を会場に、「カチューシャの唄」知音都市交流実務者・広報担当者等会議が開催さ
れ、各都市から市民の会や行政関係者36人が出席しました。
　近代演劇の父・島村抱月（金城町小国出身）が作詞した「カチュ－シャ
の唄」を縁に交流を続けている長野県長野市、同県中野市、新潟県糸魚川
市および浜田市の４市によるこの会議は、毎年、各都市における活動の報
告や、今後の交流事業等についての協議・意見交換などを行っていますが、
今回は主に、知音都市交流20周年記念事業（平成21年度、浜田市で開催）
について協議しました。
　参加者からは「交流20周年は人生で例えると成人する年。記念すべき一
歩が踏み出せるような事業にしたい」などの意見があり、さらなる交流の
拡大を希望する意見が出されました。

島村抱
ほう

月
げつ

ゆかりの都市交流
「カチューシャの唄」知

ち い ん

音都市交流20周年に向け担当者会議

　今福小学校に大切に残されている「青い目の人形」（名前：キャサリン）をモチーフにし
たＮＨＫ松江放送局初制作のドラマ「先生の秘密」の特別試写会が７月18日㈬に今福公民

館で開催され110人の参加がありました。
　「青い目の人形」は、昭和２年に日本とアメリ
カ両国の友好のために全国の小学校などに贈ら
れました。しかし、太平洋戦争中ほとんどが処分されましたが、今
福小学校においては、当時の先生たちにより残され、その後、昭和
48年に校舎を移転した際の荷物から発見されました。
　試写後には、「青い目の人形」に関して、元今福小学校の先生など
３人の思い出ばなしや本市在住の脚本担当者の話を聞く会が開かれ
ました。「このドラマを通じ、人形を隠し続けた先生の子どもたちへ
の思いやりや愛を感じ、戦争という歴史が二度と繰り返されないよ
うにという思いが伝わったらうれしい。」とのコメントがありました。

ドラマ「先生の秘密」特別試写会開催
今福小学校の青い目の人形をモチーフに

　７月６日㈮、くもぎ保育園のさくら
組（年長児）20人とその保護者が、世
代間交流の一環としてとうふ作りに挑
戦しました。
　ほとんどの園児がとうふ作りは初め
てでしたが、地域の食生活改善推進協

議会の人に教えてもらいながら、みんな上手に大豆をミキサーにかけたり、
にがりを入れたり、布でこしたりしました。手作りとうふのほかに、おか
らで作ったドーナツ、できたての豆乳も作り給食の時間にみんなで食べま
した。とうふ作りを通じて、地域の人との世代を越えた交流を図ることが
できました。

くもぎ保育園児がとうふ作りに挑戦
とうふ作りで世代間交流

給食の時間、みんなで手作りとうふを食
べました。

とうふ作りの様子

試写終了後、思い出ばなしや脚本担当者の話を
参加者で聞きました。

青い目の人形
キャサリン

ながの市民の会祢
ね つ

津会長による
歓迎の挨拶
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あさひ自治区のページ自治区のページ ま ち の

島根県児童演劇巡回公演

　７月４日㈬、ふれあいジムかなぎにおいて、
劇団風の子による演劇公演が開催され、金城・
旭自治区内の小学生と中学１年生が本格的な演
劇を堪能しました。
　役者さんたちのコミカルな動きや大がかりな演出に、子どもたちは大
声で笑ったり感嘆の声をあげたりしながら熱心に見入っていました。
　鑑賞後は各校の代表が感想を述べ、劇団にお礼の気持ちを込めて旭の
特産品や工夫を凝

こ

らしたプレゼントを贈りました。

わんぱく相撲大会

　６月24日㈰、今市小学校において恒例の校内相
撲大会が行われました。
　あいにくの雨模様となった今年の大会ですが名
前をもじった「しこ名」をつけた、ちびっこ力士
たちが、部屋別対抗戦で熱い取り組みを見せてい
ました。
　応援にかけつけた保護者や地域の人も土俵際ギ
リギリの大一番に手に汗を握っていました。

あさひ

　

旭
自
治
区
で
は
初
と
な
る
自
主
防
災

組
織
「
新
町
自
主
防
災
会
」
が
６
月
20

日
㈬
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
市
地
区
の
新
町
行
政
区
（
30
世
帯
・

１
０
６
人
）
は
、
行
政
区
内
で
発
生
し

た
大
火
お
よ
び
集
中
豪
雨
を
教
訓
に
、

安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
実
現
を

図
る
た
め
こ
の
ほ
ど
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
平
滝
正
美
さ
ん
を
会
長

に
選
任
し
、
総
会
の
出
席
者
は
「
み
ん

な
の
ま
ち
は
み
ん
な
で
守
る
」
を
合
い

言
葉
に
、
行
政
区
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
ま
ち
は

　

み
ん
な
で
守
る
！

設立総会の様子

不思議な世界を描く
「サーカスは風にのって」

　７月24日㈫、旭公園プールにおいて第31回旭町小学校
水泳競技大会が開催され、旭町の４つの小学校の児童が
日頃の練習成果を発揮しました。
　当日は、梅雨明けのぬけるような青空の元、32種目の
競技が行われ、そのうち12種目において大会新記録がう
まれました。
　また、プールサイドではみんなで声を合わせるなど、
熱い声援が飛び交っていました。

旭町小学校水泳競技大会

  

がんばれ！　あさひっ子

みあって
　みあって…

のこった！　
　のこった！

力泳する児童

絶好の大会日和



　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
数
年
間
は

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
大
人
が

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
楽
に
子
ど
も

の
生
活
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
い
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生

活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
、
お
母
さ
ん

や
家
族
の
人
が
言
葉
が
け
や
行
動

を
見
せ
る
こ
と
で
、
体
で
感
じ
取

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
起
き
た
と
き
は「
お
は
よ
う
」

と
か
「
朝
だ
よ
」、
食
事
の
準
備

を
し
た
い
と
き
は
「
お
母
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
ご
飯
の
支
度
す
る
よ
、

い
い
子
に
し
て
い
て
ね
。」
な
ど
、

そ
の
つ
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を

言
葉
が
け
し
ま
す
。
言
葉
は
わ
か

ら
な
く
て
も
そ
の
場
の
雰
囲
気
で

赤
ち
ゃ
ん
は
理
解
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。生
活
リ
ズ
ム
は
、日
常
生

活
の
繰
り
返
し
の
な
か
で
身
に
つ

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
せ

ら
ず
家
族
で
そ
の

子
に
あ
っ
た
生
活

リ
ズ
ム
を
身
に
つ

け
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

・
夜
寝
か
せ
よ
う
と
思
い
「
寝

た
か
な
」
と
思
う
頃
に
主
人
が

帰
っ
て
き
て
子
ど
も
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
目
が

さ
え
て
眠
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
。

・
子
ど
も
が
朝
４
時
か
ら
５
時
に

起
き
、
私
は
ま
だ
眠
い
の
に
起

こ
さ
れ
て
し
ま
う
。

・
夜
泣
き
が
急
に
始
ま
る
。

１　寝る時、起きる時の環境づくりをする。
　　たとえば、お昼寝や夜寝る時は、カーテン
をして部屋を暗くし、起きる時はカーテンを
開け部屋を明るくしてみましょう。

２　夜早く寝かせることより、朝決った時間に起こ
　すように心がける。（午前７時頃までに起こし、
午後９時頃までに寝かせるのが理想です。）

　　朝決った時間に起こすことで、リズムが定
まりやすくなります。朝起こすと機嫌が悪い
時は、そのまま寝かせておくのではなく、言
葉がけやスキンシップをして機嫌をとること
で、子どもは機嫌よく起きることでしょう。
３　１と２を毎日繰り返す。
　　生活リズムは、短期間で身につけることは
できません。３歳くらい（または幼稚園、保
育園入園を目標に）までに個々にあった生活
リズムを身につけましょう。

生活リズムを身につける３つのポイント
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　「生活リズムを整える」と聞くと、「大変」と考えるお

母さんがほとんどではないでしょうか。

　「生活リズムができる=お母さんの生活が楽になる」

と考えてみてはどうでしょうか。

「すくすくスキルアップ講座」
テーマ　生活リズムの身につけ方

子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

さ
ね
し
げ
さ
ん
の
ス
ト
ー
リ
ー

テ
ー
リ
ン
グ
を
聞
こ
う
！

日
程　

９
月
８
日
㈯

さ
ね
し
げ
さ
ん
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
を
使
わ
ず
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
物
語

を
語
り
ま
す
。

対
象　

ど
な
た
で
も

　

午
後
１
時
〜
２
時

講
座　
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ー
リ
ン

グ
の
魅
力
」

対
象　

大
人

　

午
後
２
時
10
分
〜
３
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

（
☎
本
庁
内
線
１
７
３
）

新
米
マ
マ
が
困
っ
た
こ
と

先
輩
マ
マ
の
経
験
談

　
　
　
　

(

２
歳
３
か
月
の
マ
マ)

　

８
か
月
く
ら
い

か
ら
夜
泣
き
が
始

ま
っ
た
り
、
夜
遅

く
ま
で
起
き
て
い

る
た
め
朝
起
こ
す
と
機
嫌
が
悪

か
っ
た
り
と
、
こ
こ
ま
で
く
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。

○　

夜
中
に
目
を
覚
ま
し
た
時

は
、
電
気
は
つ
け
ず
暗
い
中
で

「
ま
だ
眠
る
時
間
だ
か
ら
ね
」

と
声
を
か
け
て
添
い
寝
を
し
ま

し
た
。（
そ
の
う
ち
安
心
し
て

寝
ま
し
た
。）

○　

起
き
る
時
間
よ
り
早
く
目
覚

め
た
時
は
、
時
間
ま
で
横
に
な

り
カ
ー
テ
ン
も
開
け
ず
に
い
ま

し
た
。

○　

起
き
る
時
間
に
な
る
と
「
お

は
よ
う
」と
声
を
か
け
ま
し
た
。

毎
日
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
夜

8
時
30
分
頃
寝
て
朝
6
時
に
起

き
る
リ
ズ
ム
が
で
き
て
き
ま
し

た
。 

　

先
輩
マ
マ
の
経
験
談
か
ら
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
配
慮
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）



大
切
で
す
！　

離
乳
期
の
手
づ
か
み
食
べ

　

離
乳
食
の
手
づ
か
み
食
べ
と
い

う
と
、
口
や
手
が
汚
れ
る
し
、
後

片
付
け
も
大
変
だ
し
・
・
・
と
思

い
が
ち
で
す
が
、「
自
分
で
食
べ

る
」
と
い
う
自
立
を
促
す
意
味
で

と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

手
づ
か
み
食
べ
が
上
達
し
、
目
と

手
と
口
の
協
働
が
で
き
て
い
る
こ

と
よ
っ
て
、
食
器
・
食
具
が
上
手

に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
食
事
の
内
容
や
環
境
を
整

え
、
手
づ
か
み
食
べ
を
十
分
に
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

１　

手
づ
か
み
食
べ
の
で
き
る
食

事
を
作
る
。

・
ご
飯
を
お
に
ぎ
り
に
、
野
菜

類
の
き
り
方
を
大
き
め
に
す
る

な
ど
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
前
歯
を
使
っ
て
自
分
な
り
の
一

口
量
を
か
み
と
る
練
習
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
物
は
子
ど
も
用
の
お
皿

に
、
汁
物
は
少
量
入
れ
た
も
の

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

２　

汚
れ
て
も
い
い
環
境
を
作
る

・
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
り
、
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
、
後
片

付
け
が
し
や
す
い
よ
う
に
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

３　

食
べ
る
意
欲
を
尊
重
す
る

・
食
事
は
食
べ
さ
せ
る
も
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
食
べ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
子
ど
も
の
食
べ
る
ペ
ー
ス

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
発
的
に
食
べ
る
行
動
を
起
こ

さ
せ
る
に
は
、
食
事
時
間
に
空

腹
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
た
っ
ぷ
り
遊
ん
で
、
規

則
的
な
食
事
リ
ズ
ム
を
身
に
つ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
」

平
成
19
年
３
月
厚
生
労
働
省
よ
り
）

（
三
隅
支
所
福
祉
課
）
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お父さんのための※ファシリテーショングラフィック講座
※話し合いをする際、参加者の認識を一致させるために発言を記
録・図式化したもの

歩く健康づくり普及事業
健康ウォーキング in 下府（第２回）

　

平
成
19
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
「
授
乳
・
離
乳
の

支
援
ガ
イ
ド
」
に
お
い
て
、
手
づ
か
み
食
べ
は
「
食
べ
物
を
目
で

確
か
め
て
、
手
指
で
つ
か
ん
で
、
口
ま
で
運
び
入
れ
る
と
い
う
目

と
手
と
口
の
協
調
運
動
で
あ
り
、
摂
食
機
能
の
発
達
の
上
で
重
要

な
役
割
を
担
う
」
と
し
、「
自
分
で
や
り
た
い
」
と
い
う
欲
求
の
で

て
く
る
12
か
月
頃
か
ら
の
手
づ
か
み
食
べ
の
大
切
さ
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

手
づ
か
み
で
食
べ
る
た
め

の
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　みんなで歩く健康づくりを始めませんか。
対象　健康な人（小学生以下は保護者の同伴
のこと）

日時　９月９日㈰　午前９時～（受付時間は
８時～８時30分）小雨決行

集合・発着場所　ＪＲ下府駅
コース　１　国府海岸コース　3.5㎞
　　　　２　多陀寺コース　　4.0㎞
　　　　３　１＋２コース　　7.0㎞
参加費　無料（保険に加入しています。）
申込方法　電話で申し込んでください。当日
も受け付けます。

申し込み先　国府連絡係（☎㉘１１００）、
すこやか員　古田さん（☎㉘０５３０）、
浜田市ウォーキング協会　西川さん（☎㉘
３３７７）

　家庭や仕事で、みんなの意見を尊重しながら、話し合いを
円滑に進める方法があることをご存じですか。
次の場合に役に立ちます。
　子どもの気持ちがわからないとき、家族で話す機会があま
りないとき、家族で、意見がまとまらないとき、会社や地域
などの会議のとき
講師　青木将幸さん（青木将幸ファシリテーター事務所代表）
対象　子どもがいるお父さん                       
日時　９月９日㈰　午後３時～６時
場所　市総合福祉センター
定員　20人　参加費　無料
申込方法　電話またはメールで申し込んでください。
申込締切日　８月31日㈮
申し込み・問い合わせ先
　子育て支援課育成支援係（☎本庁内線１９１）
　E-mail：kosodateshien@city.hamada.shimane.jp
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夏バテの仕組みと予防の食事

　暑くなって体温が上がると、
皮膚の血管が拡張して血液が体の表面に集
まって汗を出しますが、湿度が高いと汗の
蒸発が妨げられ、体温調節が難しく、熱が
体内にこもって、疲れやすくなります。
　また、食生活では暑さによって、「暑い 
→ だるい → 食欲がない → ビールや清涼
飲料水などのとりすぎ → 消化力の衰え → 
食欲がない」という悪循環がおこります。
さらに、熱帯夜のために寝苦しくて生活の
リズムが乱れがちになります。その結果、
体調がくずれて夏バテを起こしてしまうと
言われています。

健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

　

個
別
相
談
、
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

８
月
24
日
㈮　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健

　

康
推
進
係（
☎
内
線
１
５
５
・
１

　

６
９
）

○
「
家
族
の
会
」
サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
介
護
を
し
て
い
る
人

や
関
心
の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
１
日
㈯　

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
（
朝
日
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

斎
藤
亨
子
さ
ん

（
☎
㉒
３
０
７
３
）

〈作り方〉
１　オクラは塩でもみ、熱湯でゆで、ざるにあ
げる。

２　１の粗熱がとれたら、２～３㎜幅の輪切り
にする。

３　ボウルにAをあわせ、よく混ぜる。
４　３のボウルにオクラととろろ昆布を加え
て、和える。

〈作り方〉
１　唐辛子は種を除く。ふたつきの容器にピリ辛ドレッシン
グの材料を全部入れて、ふたをして軽く振り冷蔵庫で冷や
す。

２　オクラは塩を入れてゆで、斜めに2等分にする。
３　トマトは食べやすい大きさに切る。
４　タコも食べやすい大きさに切る
５　２、３、４を軽く混ぜ合わせ、器に盛る。
６　すりゴマと１のドレッシング（大さじ１杯くらい）をかける。

材料（４～５人分）
　オクラ200ｇ、トマト180ｇ、タコ200ｇ、白すりゴマ小さじ１杯
ピリ辛ドレッシング の材料
　赤唐辛子　１～３本、酢　１/３カップ、水　１/３カップ
　オリーブ油　１/３カップ 、塩　小さじ２杯

オクラのピリ辛ドレッシングサラダ

材料（４人分） 
　とろろ昆布５ｇ、オクラ80ｇ、酢50㏄
Ａの材料
　薄口醤油　大さじ１/２杯、
　砂糖　大さじ１/２杯、わさび　小さじ１/２杯

とろろ昆布とオクラのわさび酢和え

　夏野菜オクラの原産地は暑いアフリカ。ネバネバ成
分は糖タンパク質のムチンと食物繊維のペクチンで
す。ムチンは粘膜を保護し、胃潰瘍やインフルエンザ
の予防になります。
　また、ムチンにはタンパク質分解酵素が豊富で、タ
ンパク質の消化吸収を助ける働きがあります。ペクチ
ンは整腸作用があり、便秘解消に効果があります。

　コレステロールの上昇や血糖値の上昇を抑える働き
もあり、動脈硬化、高血圧、糖尿病の予防にも効果的
です。他にも、βカロチン、ビタミンＢ１、ビタミン
Ｃ、ビタミンＥ、カルシウム、鉄などを含んでいま
す。これらの栄養素を無駄なく摂るには、生で食べる
か、ゆで時間を短めにするのがコツです。

おいしい簡単!!「オクラの献立」の紹介

★　食事は量より質を重視しましょう。
　食欲がなくても、１日３食、胃に負担がかからず消化
のよいたんぱく質（卵、肉、魚、牛乳など）、ビタミン（野菜や
果物など）、ミネラル（牛乳や海草など）をバランスよく、少し
ずつでも、いろいろな種類の食品を摂りましょう。
★　香辛料を上手に使いましょう。
　ショウガやワサビ、コショウなどの香辛料、シソ、ミョウガ、
ネギなどの香味野菜は、食欲を刺激します。
★　清涼飲料水を摂りすぎないようにしましょう。
　冷たいものの摂りすぎは、胃腸の働きが抑えられ、清涼飲料水を
１日に何本も飲むと、その甘味が食欲を減退させてしまいます。
★　たんぱく質を摂りましょう。
　食欲がなくて、肉や魚を食べる気がしない時は、
たんぱく質を枝豆や豆腐などで摂るとよいでしょ
う。

目安
大さじ１杯=15㏄
小さじ１杯=５㏄ 
１　カ　ッ　プ=200㏄

夏に体調を崩す仕組み 夏バテを予防する食事

（三隅支所福祉課）
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県
で
は
、
健

康
で
明
る
く
生

き
が
い
を
も
っ

て
生
活
で
き
る

社
会
を
め
ざ
し
、
健
康
長
寿
し
ま

ね
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
の
中
間
評
価
で

は
、「
若
い
世
代
の
朝
食
の
欠
食
」

「
野
菜
不
足
」「
栄
養
や
健
康
に
関

す
る
情
報
不
足
」
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の
食
を
見

直
す
機
会
と
し
て
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

地
元
で
と
れ
る
野
菜

な
ど
を
使
っ
た
朝
食
一
品
メ

ニ
ュ
ー

対
象

親
子
部
門　

小
学
生
の
親
子

学
生
部
門　

中
・
高
・
大
学
生

※　

ど
ち
ら
の
部
門
も
県
内
在
住

の
人
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
用
紙
〔
健
康
長

寿
課
、
ま
た
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）、

浜
田
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。〕

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
完

成
し
た
料
理
の
写
真
を
貼
り

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　

９
月
10
日
㈪

わ
が
家
の
一
流
シ
ェ
フ
in

島
根　

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

開
催

審
査
方
法　

一
次
審
査
で
は
書
類

選
考
を
行
い
、
最
終
審
査
で
は

実
技
（
調
理
）
に
よ
る
審
査
を

行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
〔
〒
６
９
７
|

０
０
４
１　

片
庭
町
２
５
４
番
地
（
☎
㉙

５
５
５
２
）〕

高
齢
者
虐
待
を
予
防
す
る

に
は
〜
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
〜

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
と

そ
の
養
護
者
の
支
援
や
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
よ
る
未
然
防
止

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師　

室
本
好
重
さ
ん
（
山
口
共

同
社
会
福
祉
士
事
務
所
）

演
題　

高
齢
者
虐
待
を
予
防
す
る

に
は

日
時　

8
月
25
日
㈯  

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
1
時

か
ら
受
付
）

場
所　

島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課

（
☎
本
庁
内
線
１
４
９
）

対象　今年満70歳～79歳になる人で、自分の歯が
24本以上あり、充分機能しており、歯科医院で
診査が可能な人（昨年度に参加した人は除く）

申込方法
　歯科医院へ歯の健診を申し込んでください。
募集および口腔内診査期間
　９月１日㈯～10月20日㈯
審査方法
①申し込み先の歯科医院で歯の健診を無料で受
診

②歯の健診の結果をもとに、11月に書類審査を
行い、優秀者を選出

問い合わせ先　浜田保健所（☎㉙５５５２）

「7024 良い歯のコンクール」

実施日 受 付 時 間 会　場　名
浜
田 13日㈭

午前８時30分～９時 国府公民館
午前10時～10時30分 下有福研修センター

旭６日㈭ 午前８時30分～10時30分 木田生活改善センター

９月胃がん・子宮がん検診日程

対　象　40歳以上
受診料　600円（国保300円）

　国民健康保険加入者は半額助成があります。（保険証が必要
ですので持参してください。）

　胃がん検診は、空腹状態でないと受診できません。
胃 が ん 検 診

実施日 受 付 時 間 会　場　名

三
隅 18日㈫

午前８時30分～９時30分 海石集会所
午前10時～11時 三隅保健センター
午後１時20分～２時 岡見公民館
午後２時30分～３時 黒沢公民館

対　象　30歳以上女性
受診料　500円（国保250円）

子宮がん検診

９月の休日診療
　休日に病気になったら、休日
応急診療所や在宅当番医を利用
してください。
○休日応急診療所
開設時間
　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　　（☎㉒２６１２）
※　当番医が変更になることが
あります。

日 当　番　医
２日㈰ 八　杉　伸　輔
９日㈰ 彌　重　博　巳
16日㈰ 能　美　　　尚
17日㈷ 瀧　川　弘　敏
23日㈰ 北　村　健二郎
24日㈪ 荒　木　正　人
30日㈰ 都　　　仁　哉

日 会　　場 問い合わせ先

浜田 21日㈫ 市総合福祉センター 山口源吉さん
（☎㉒２４９５）

金城 17日㈮ 金城老人福祉センター 金城支所市民福祉課
（☎42１２３５）

時間　午後７時～９時
断酒会日程（８月後期）

日 病  院  名 住　所 電話番号
２日㈰ 中村医院 三隅町三隅 32００２１
９日㈰ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８
16日㈰ 金城　沖田医院 金城町七条 42１８００
17日㈷ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 48５００１
23日㈰ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 32４３４３
24日㈪ 酒井外科内科医院 旭町今市 45０２２２
30日㈰ 寺井医院 三隅町西河内 32００３８

○在宅当番医
開設時間　午前８時30分～正午

問い合わせ先　地域医療対策課医療対策係（☎本庁内線２１６）
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西
日
本
各
地
の
ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー

が
石
見
の
海
に
集
結
し
、
競
技
会
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
市
民
参
加
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃
や
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
Ｊ
ｒ
ビ
ー
チ
フ

ラ
ッ
グ
ス
大
会
お
よ
び
Ｊ
ｒ
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

対
象

競
技
会　

各
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃　

一
般
市
民

Ｊ
ｒ
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
・
Ｊ
ｒ
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ　

小
中
学
生

第
３
回
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ス
in
島
根

日
程　

競
技
会　

９
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

　

９
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

Ｊ
ｒ
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
・
Ｊ
ｒ
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

　

９
月
２
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

石
見
海
浜
公
園
Ｂ
ゾ
ー
ン

料　

競
技
会
の
み
１
人　

１
万
円

※　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清

掃
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
通
貨

の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ

ブ
代
表　

長
沢
規
史
さ
ん 

（
☎
０

９
０-

９
０
７
２-

３
７
２
９
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃　

全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の
会

牛
尾
さ
ん（
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９
）

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hils.or.jp/lifesaving_

cham
pionships_in_shim

ane/
fram

e.htm
l

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
中
四
国

２
０
０
８　

出
展
企
業

　

来
年
２
月
に
、
浜
田
・
広
島
・
呉
・

松
山
の
各
市
・
商
工
会
議
所
が
協
力

し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
製
造
業
者
や

卸
・
小
売
業
者
を
対
象
と
し
た
消
費

財
見
本
市
・
商
談
会「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ

ア
中
四
国
２
０
０
８
〜
中
四
国
発
！

こ
だ
わ
り
良
品
発
掘
メ
ッ
セ
〜
」
が

開
催
さ
れ
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

の
出
展
企
業
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
企
業　

地
域
の
特
色
あ
る
食

品
、素
材
と
技
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー

ク
商
品
、「
癒
し
」「
安
ら
ぎ
」「
温
も

　

り
」「
優
し
さ
」
な
ど
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
製
品
を
出
展
し
、
販
路

拡
大
を
め
ざ
す
製
造
業
、
卸
・
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
企
業

日　

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

内
容　

商
談
会

対
象　

卸
売
・
小
売
な
ど
の
事
業
者

日　

平
成
20
年
２
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

商
談
会
・
展
示
販
売
会

対
象　

一
般
お
よ
び
事
業
者

場　

広
島
市
総
合
展
示
館 

（
広
島
市

西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
内
）

料　

市
内
の
企
業
の
場
合
、
大
小
間

　

４
万
５
千
円（
中
小
間　

３
万
円
）

※　

出
展
料
の
２
／
３
、
出
展
経
費

の
２
／
３
（
７
万
円
を
上
限
）
の

助
成
が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　

９
月
25
日
㈫

※　

申
込
多
数
の
場
合
、
期
限
よ
り

　

前
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

商
工
観
光
課
（
☎
本
庁
内
線
４

　

３
４
）、
浜
田
商
工
会
議
所
（
☎

　

㉒
３
０
２
５
）

　

石
央
商
工
会
（
☎
42
０
０
７
０
）

　

大
学
祭
（
海
遊
祭
）
で
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
う
団
体
お
よ
び
個

人
と
、
大
学
祭
の
企
画
（
個
人
・
団

体
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
品
内
容

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
食
品
以
外
の
家
庭
の
不
用
品
、

雑
貨
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ぬ
い
ぐ
る

み
な
ど

日　

10
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

募
集
締
切
日
（
必
着
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

８
月
26
日
㈰

企
画　

９
月
１
日
㈯

※　

ど
ち
ら
も
営
利
を
目
的
と
し
た

団
体
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問　

県
立
大
学
大
学
祭
実
行
委

員
会
（
☎
０
８
０-

５
２
３
５-

５
４
４
１
、
FAX
㉓
２
１
０
１
）

E
m
ail:shim

ane8kaiyuusai@

yahoo.ne.jp

受
付
期
間　

８
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮

応
募
資
格

　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠
地

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
保
護
の
基
準
に
よ
る
額
以

上
で
あ
る
こ
と

島
根
県
立
大
学
第
８
回
大

学
祭
（
海
遊
祭
）
参
加
者

市
営
地
域
定
住
住
宅
入
居
者

問　

弥
栄
支
所
建
設
課

　
（
☎
48
２
１
１
３
）

住宅名称
長安住宅１号棟Ｂ
（３ＬＤＫ）

世帯用

長安住宅３号棟Ｂ
（２ＤＫ）
単身用

所 在 地  弥栄町長安本郷

建設年度  平成９年度  平成13年度

戸    数 各１戸

家賃の月額  22,000円  18,000円

敷
金　

家
賃
の
月
額
の
３
月
分

※　

収
入
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第
39
回
浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品

対
象　

中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者

日　

10
月
６
日
㈯
〜
14
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
14

日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

場　

世
界
こ
ど
も
美
術
館 

※　

未
発
表
の
自
己
作
品
で
、
作
品

の
裏
な
ど
に
展
示
用
吊
り
紐
の
あ

る
も
の
。ガ
ラ
ス
入
り
額
装
不
可
。

（
取
り
外
し
が
不
可
能
な
場
合
な

ど
は
受
け
付
け
ま
す
が
、
破
損
し

た
場
合
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。）

申
込
方
法　

出
品
票
（
教
育
委
員
会

ま
た
は
各
支
所
教
育
課
、
市
浜
田

郷
土
資
料
館
、
世
界
こ
ど
も
美
術

館
、
石
正
美
術
館
、
支
所
各
連
絡

係
、
市
立
公
民
館
、
浜
田
図
書
館
、

い
わ
み
ー
る
、石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
サ
ン
マ
リ
ン
浜

田
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
料
金
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
（
現
金

書
留
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
14
日
㈮
〜
28
日
㈮

作
品
の
搬
入　

10
月
２
日
㈫　

午
後

３
時
〜
７
時
ま
で
に
美
術
館
に
搬

入
。（
事
前
に
出
品
票
の
受
付
が

済
ん
で
い
る
作
品
の
み
）

※　

審
査
の
上
、
特
に
す
ぐ
れ
た
作

品
は
表
彰
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
振
興
課

　
（
☎
本
庁
内
線
４
６
４
）

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
25
日
㈯

問　

浜
田
亀
山
Ｌ
・
Ｃ
・
事
務
局
（
☎

㉓
０
６
０
０
、
FAX
㉓
２
２
３
６
）

Ｂ（
出
雲
・
石
見
地
区
）、警
察
事
務

資
格
免
許
職

保
健
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
管

理
栄
養
士
、
助
産
師
、
言
語
聴
覚

士
、
臨
床
工
学
技
士
、
司
書

受
付
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

第
１
次
試
験　

９
月
23
日
㈰

問　

県
人
事
委
員
会
（
☎
０
８
５
２

㉒
５
４
３
８
）

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.sh

im
an

e.
lg.jp/jinjiiinkai/

消
火
設
備
講
習

日　

10
月
４
日
㈭

場　

出
雲
市
民
会
館

警
報
設
備
講
習

日　

10
月
10
日
㈬

場　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

日　

10
月
16
日
㈫

場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

受
付
期
間　

９
月
３
日
㈪
〜
25
日
㈫

ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
25

日
㈫
の
消
印
有
効
）

※　

受
講
申
請
書
は
市
消
防
本
部
ま

た
は
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申　

県
庁
内
㈳
県
消
防
設
備
保
守
協
会

（
☎
０
８
５
２
㉘
７
３
０
５
）

問　

市
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
㉒
１
１
６
７
）

第
12
回
浜
田
市
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
の
た
め
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　

９
月
23
日
㈰

場　

浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス 

料　

メ
ン
バ
ー　
　

７
、
０
０
０
円

　
　

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
０
０
０
円

※　

参
加
料
は
３
、
０
０
０
円
（
食

事
代
・
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
を
含
む
）

で
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

自　

衛　

官

①
看
護
学
生（
陸
上
自
衛
隊
）

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満
の
人

採
用
試
験　

10
月
14
日
㈰

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

採
用
試
験　

11
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰

③
防
衛
大
学
校
学
生

採
用
試
験　

11
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

応
募
資
格　

①
②
に
つ
い
て
は
高
卒

（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満
の
人

試
験
会
場　

い
ず
れ
も
出
雲
合
同
庁

舎
で
す
。（
③
に
つ
い
て
は
、
浜

田
合
同
庁
舎
で
も
行
い
ま
す
。）

応
募
期
間　

い
ず
れ
も
９
月
７
日
㈮

〜
28
日
㈮

問　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

浜
田
出
張
所
（
☎
㉒
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

高
校
卒
業
程
度

一
般
事
務
、土
木
、学
校
事
務
Ａ
・

県
職
員
採
用
高
校
卒
業
程

度
・
資
格
免
許
職
採
用

平
成
19
年
度
消
防
設
備
士
講
習

対
象　

消
防
設
備
士
免
状
（
甲
種
お

よ
び
乙
種
）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
免
状
を
取
得
し
て
２
年

以
内
の
人
お
よ
び
前
回
の
受
講
か

ら
５
年
の
期
限
が
経
過
し
よ
う

と
す
る
人
（
こ
の
講
習
を
受
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
免
状
返
納
命
令

の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

無料調停相談

　金銭、夫婦・親子、そのほか
親族間のもめごと。相続、土地
建物、交通事故などの争いごと。
（担当者　調停委員）
日　８月 23日㈭
　午前 10時～午後３時
場　浜田公民館
問　松江地方裁判所浜田支部
（☎㉒０６７８）

わ
た
と
自
然
を
楽
し
む
会

日　

８
月
25
日
㈯

は
た
お
り
教
室

ミ
ニ
マ
フ
ラ
ー
を
作
り
ま
す
。

１
回
目　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

２
回
目　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

料　

１
回　

１
、５
０
０
円

定　

先
着
14
人

フ
エ
ル
ト
玉
作
り

料　

３
０
０
円

※　

時
間
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

場　

石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

申
・
問　

石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉘
３
６
０
０
）

書 の 部 第１部 :前衛 ､第２部 :漢
字・かな・近代詩文など

１人１点限り
１点 1,500円
(中・高校生 500円 )

絵 画 の 部 油絵､水彩画､日本画､
版画、素描､デザイン

１人１点限り
１点 1,500円
(中・高校生 500円 ) 

写 真 の 部 題材自由 (デジタル可 ) 
１人３点限り

１点 1,500円
(中・高校生 500円 ) 

自由作品の部 工芸･陶磁器・ちぎり絵･
水墨画･彫刻など

１人１点限り
１点 1,000円
(中・高校生 300円 )

作品の規格･出品料
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平
成
19
年
度　

島
根
県
民
大
学
『
し

ま
ね
・
ふ
る
さ
と
学
』
講
座
受
講
生

　

伝
統
の
「
も
の
づ
く
り
」
か
ら
、

新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
た
「
も
の

づ
く
り
」
ま
で
、
石
州
・
石
見
地
方

独
特
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
魅
力
に
、

あ
な
た
も
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

対
象　

県
内
在
住
の
人

定　

50
人
程
度

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

８
月
28
日
㈫

※　

公
開
講
座
は
、
申
し
込
み
を
し

な
く
て
も
受
講
（
手
話
通
訳
有
）

で
き
ま
す
。

※　

申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
後
日
、

詳
細
に
つ
い
て
案
内
を
し
ま
す
。

４
回
以
上
受
講
し
た
人
に
は
、
修

了
証
を
渡
し
ま
す
。

申
・
問　

県
立
西
部
生
涯
推
進
セ
ン

　

タ
ー【
〒
６
９
７-

０
０
１
６　

野

　

原
町
１
８
２
６-

１　

☎
㉔
９
３

　

４
４
、
FAX
㉔
９
３
４
５
】

E
m
a
il:fu

jii-sh
in
ji@

p
re

f.
shim

ane.lg.jp

農
林
水
産
「
も
の
知
り
出

前
講
座
」「
み
ら
い
講
座
」

も
の
知
り
出
前
講
座

　

島
根
県
の
豊
か
な
自
然
や
そ
れ
ら

に
支
え
ら
れ
て
い
る
農
林
水
産
業
の

魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
要

望
に
応
じ
、
県
職
員
が
出
向
い
て
説

明
し
ま
す
。（
小
中
学
生
向
け
６
メ

ニ
ュ
ー
、
一
般
向
け
４
メ
ニ
ュ
ー
を

揃
え
て
い
ま
す
。）

対
象　

県
内
在
住
の
概
ね
10
人
以
上

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

日　

毎
日　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
１
講
座
１
時
間
）

場　

県
内
（
受
講
す
る
団
体
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。）

料　

実
費
負
担

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
記
載
し
て
あ
る
各
担
当

　

部
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
概
ね
１
か
月
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。）

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.sh

im
an

e.
lg
.jp

/n
o
rin

so
m
u
/d

em
a
e/

delivery_course.htm
l

み
ら
い
講
座

　

県
農
林
水
産
部
の
試
験
研
究
施
設

内
の
見
学
、
お
よ
び
農
林
水
産
業
に

関
す
る
体
験
学
習
を
し
ま
す
。

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場　

県
農
林
水
産
部
の
試
験
研
究
施
設

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
て
あ
る
各
研
究
施
設
連
絡
先
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
norinsom

u/dem
ae/future.htm

l

申
・
問　

県
農
林
水
産
総
務
課
政
策

　

推
進
室　

角
さ
ん

　
（
☎
０
８
５
２
㉒
５
３
２
２
）

　

い
き
い
き
と
元
気
で
楽
し
い
老
後

を
送
る
た
め
の
講
演
会
お
よ
び
調
理

実
習
を
開
催
し
ま
す
。

第
４
回　

講
演
会

演
題　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
目
指

す
も
の

講
師　

日
野
理
彦
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
）

日　

９
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

料　

無
料

第
５
回　

調
理
実
習

テ
ー
マ　

健
康
を
考
え
た
簡
単
バ
ラ

ン
ス
食

講
師　

宮
木
千
鶴
子
さ
ん

日　

９
月
13
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

料　

５
０
０
円

定　

先
着
20
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

第
４
・
５
回
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

場　

い
ず
れ
も
浜
田
公
民
館

問　

浜
田
公
民
館

　
（
☎
・
FAX
㉒
９
３
５
８
）

テ
ー
マ

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
市
民
活
動

講
師　

石
原
孝
子
さ
ん

日　

８
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

料　

無
料

問　

地
域
環
境
サ
ー
ク
ル
事
務
局　

　

後
山
さ
ん
（
☎
０
８
５
５
56
２
２

　

４
０
、FAX
０
８
５
５
56
２
２
４
８
）

浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル
講
演
会

　

市
内
の
神
楽
社
中
に
よ
る
石
見
神

楽
の
上
演
や
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

時
間　

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

第
27
回
美
又
温
泉
ま
つ
り

場　

美
又
温
泉
会
館
２
階

料　

無
料 

問　

金
城
支
所
産
業
課

　
（
☎
42
１
２
３
３
）

９月 上演社中
１日㈯ 今福神楽社中
８日㈯ 熱田保存会
15日㈯ 長澤神楽社中
16日㈰ 伊木神楽社中
22日㈯ 久佐東神楽社中
23日㈰ 下来原西組神楽社中
29日㈯ 若林神楽社中

日程

日　程　（時間　午後１時30分～４時）

期日・会場 学習方法・テーマ・講師など

第
１
回

９月８日㈯
江津市総合
市 民 セ ン
ター

講演　ものづくりを育む風土～石見の魅力～
講師　ジェイク・デーヴィースさん、
　洋子・主原・デーヴィースさん　 　
※　講師から見た「石見の魅力」について話を
してもらいます。

第
２
回

10月13日㈯
地場産業振
興センター

公開講座　講演　伝統芸術を学ぶ～石見根付～
講師　田中俊 さん　　
※　伝統芸術　「石見根付」　製作の魅力につい
て、話をしてもらいます。

第
３
回

10月27日㈯
木村窯業所
石州宮内窯

フィールドワーク　
　伝統の技に触れる～石州瓦と石見焼～　
現地案内　木村窯業所、石州宮内窯
※　陶芸体験を行います。(実費　1,500 円)

第
４
回

11月17日㈯
風の国

フィールドワーク　
　新しい発想に触れる～勝地半紙～
講師　マコ・佐々木さん　
※　「勝地半紙」について、 『風の国』の工房で
学習会を行います。

第
５
回

12月15日㈯
地場産業振
興センター

パネルディスカッション　
　ものづくりの魅力～明日のものづくり～
パネラー　横田学さん（江工会事務局長）、河
部安男さん（石見問屋若旦那）、松永桂子さ
ん（県立大学講師）、須田泰弘さん（山陰中
央新報社記者）

コーディネーター　釜瀬隆司さん（江津市農林
商工課長）
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広報はまだ：平成19年８月15日号 日　=日時　場　=場所　定　=定員　料　=料金　申　=申込先　応　=応募先　問　=問い合わせ先

　

９
月
14
日
㈮
〜
17
日
㈷
に
（
一
般

公
開
は
、
15
日
㈯
、
16
日
㈰
の
予
定
）

南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
が
浜
田
港

に
や
っ
て
来
ま
す
。
寄
港
の
前
に
南

極
探
検
・
南
極
観
測
に
つ
い
て
の
ビ

デ
オ
上
映
や
南
極
に
つ
い
て
の
話
を

し
ま
す
。

演
題　

南
極
の
ふ
し
ぎ
〜
自
然
・
環

境
を
中
心
に
〜

講
師　

林
正
久
さ
ん

　
（
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
）

日　

８
月
24
日
㈮

　

午
後
７
時
〜
９
時

場　

み
ど
り
か
い
か
ん

問　

総
務
課（
☎
本
庁
内
線
３
２
３
、

　

３
２
４
）、
金
城
教
育
課
（
☎
42

１
２
３
７
）

　

浜
田
に
少
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
全
国

レ
ベ
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
を

小
さ
い
頃
か
ら
体
験
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
習

い
事
や
趣
味
の
選
択
肢
を
拡
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上

公
演
者　

ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん

　
（
沖
縄
出
身
の
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
）

日　

９
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

い
わ
み
ー
る
体
育
館

料　

小
学
生
以
下　

無
料

　

中
・
高
校
生　
　
　

５
０
０
円

　

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

申
・
問　

Ｈハ

イ

プ

Ｙ
Ｐ
Ｅ
代
表　

稲
垣
慎

　

吾
さ
ん
（
☎
０
９
０-
１
０
１
８-

９
７
１
７
）

浜
田
子
供
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
祭

◎
寿
光
苑
へ　

▽
広
島
市　

村
上
久

雄◎
弥
栄
苑
へ　

▽
下
府
町　

三
浦
祐

司　

▽
弥
栄
町
野
坂　

領
家
美
惠
子

▽
弥
栄
町
木
都
賀　

三
浦
廣
幸

佐
々
木
朝
美　

▽
弥
栄
町
栃
木　

野

村
博
重　

小
笹
忠
重

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ　

▽
竹
迫
町　

田
原
恒
享

◎
美
川
苑
へ　

▽
国
分
町　

白
井
正

己◎
長
沢
保
育
園
へ　

▽
長
沢
町　

亀

谷
克
幸

◎
つ
く
し
保
育
園
へ　

▽
佐
野
町　

佐
々
木
京
治　

▽
後
野
町　

延
川
優

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
上
府
＝
▽
上

府
町　

佐
々
木
正
和　

○
上
府
三
重

＝
▽
上
府
町　

佐
々
木
正
和　

○
坂

本
＝
▽
旭
町
坂
本　

薮
木
勉　

○
木

田
＝
▽
旭
町
山
ノ
内　

福
田
靖
範　

○
上
内
田
＝
▽
内
田
町　

小
川
正

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
美
川
＝
▽
内

田
町　

長
谷
川
正
憲　

○
美
川
東
＝

▽
櫟
田
原　

梅
木
榮　

○
上
府
＝
▽

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
瀬
戸
見
町

元
田
千
鶴
子　

▽
下
有
福
町　

深
野

勝
美　

▽
天
満
町　

白
川
裕
祐　

▽

長
沢
町　

佐
々
木
勇
之
祐　

▽
金
城

町
久
佐　

西
川
房
一

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
宇
野
＝
▽
宇

野
町　

佐
々
木
輝
彦　

○
宇
野
西
＝

▽
宇
野
町　

佐
々
木
輝
彦　

○
瀬
戸

見
１
・
２
＝
▽
瀬
戸
見
町　

元
田
千

鶴
子　

○
日
脚
９-

１
＝
▽
日
脚
町

新
宅
梢　

久
村
真
司　

○
下
府
＝
▽

下
府
町　

佐
野
幸
夫　

○
下
府
７
＝

▽
下
府
町　

佐
野
幸
夫　

○
天
満
＝

▽
長
沢
町　

佐
々
木
勇
之
祐　

○
佐

野
＝
▽
佐
野
町　

玉
本
美
智
子　

栗

栖
孝
雄　

○
長
沢
１
自
治
協
議
会
＝

▽
長
沢
町　

亀
谷
克
幸　

○
長
沢
１

-

１
＝
▽
長
沢
町　

亀
谷
克
幸　

○

片
庭
４
＝
▽
片
庭
町　

花
村
美
津
子

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
石
見
＝
▽
長

沢
町　

亀
谷
克
幸　

○
長
沢
＝
▽
長

沢
町　

亀
谷
克
幸　

○
門
田
＝
▽
治

和
町　

中
村
晴
男

西部島根医療福祉
センター夏まつり

９月側溝消毒予定日

※　雨天の場合は延期します。 　　（環境課）

¦
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

浜
田
港
寄
港
関
連
事
業
¦

日 曜日 実　施　計　画 

3 ㈪ 上府町、上府町三宅、外ノ浦町、
松原町１～３・６ 

4 ㈫ 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８ 
5 ㈬ 殿町２～５、殿町、田町２～５ 
6 ㈭ 田町、琵琶町、朝日町１～６・９・10 

7 ㈮ 朝日町１～４、６～８、牛市町、
紺屋町２～５ 

10 ㈪ 紺屋町、天満町、新町、錦町 
11 ㈫ 蛭子町、栄町、片庭町 
12 ㈬ 港町１～４ 
13 ㈭ 京町、高田町、清水町、真光町 
14 ㈮ 原町、瀬戸見町、元浜町 
18 ㈫ 大辻町、原井町 
19 ㈬ 原井町 
20 ㈭ 瀬戸ヶ島町、港町５、長沢町１ 
21 ㈮ 長沢町１～４・７ 
25 ㈫ 長沢町５・８、生湯町４ 

26 ㈬ 生湯町１～３、長沢町６・８、桜ヶ丘、
菅原団地 

27 ㈭ 浅井町４～６ 
28 ㈮ 浅井町１～３、黒川町１・２

上
府
町　

三
浦
ミ
ツ
ヱ　

○
久
畑
＝

▽
上
府
町　

藤
井
猛

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
内
村

町　

津
野
義
博

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
金
城
町
下
来
原

中
島
憲
史　

▽
佐
野
町　

岡
本
昌
壽

▽
長
沢
町　

佐
々
木
勇
之
祐

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ　

▽
熱
田
町　

佐
々

木
英
子

◎
弥
栄
苑
へ　

▽
弥
栄
町
木
都
賀　

三
浦
召
後

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
へ　

▽
上
府
町　

佐
々
木
正
和

◎
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
へ　

▽
邑
南
町

大
﨑
末
夫

◎
世
界
こ
ど
も
美
術
館
へ　

▽
浜
田

白
鳩
学
園

◎
市
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
相
生

町　

桑
原
彰　

▽
松
原
町　

松
浦
熊

二　

▽
下
府
町　

浜
﨑
勇　

▽
琵
琶

町　

渡
邊
清
道　

▽
黒
川
町　

山
下

満　

▽
浜
田
家
政
高
等
専
修
学
校

◎
浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
及
び
城

山
整
備
資
金
へ　

▽
元
浜
町　

杉
本

祥
太
郎　

▽
長
沢
町　

渡
邉
祥
子　

▽
浜
田
ガ
ス
㈱

香
典
返
し

　演芸大会、ゲーム大
会など多彩な催しや
模擬店を準備していま
す。（当日、ボランティ
アをしてもらえる人を
募集しています。詳し
くは、お問い合わせく
ださい。）
日　８月26日㈰  
　午後４時～８時30分
場　西部島根医療福祉
センター（江津市）

問　西部島根医療福祉
センター地域調整科

　（☎０８５５52２４４２）

　ホール内害虫駆除の
ため休館します。
日　８月28日㈫
問　石央文化ホール
　(☎㉒２１００)

　市県民税（普通徴収・
第２期）・国民健康保
険料（第３期）の納期
限は、８月31日㈮・口
座振替日は、８月28日
㈫です。

お忘れなく

石央文化ホール
休館日



浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859-1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…http://homepage2.nifty.com/hama-b/
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人　口（７月末現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,478 21,272 23,771 45,043
金　城 1,904 2,423 2,597 5,020
旭 1,210 1,363 1,625 2,988

弥　栄 731 773 858 1,631
三　隅 2,872 3,441 3,846 7,287
合　計 26,195 29,272 32,697 61,969

　

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在
『
し

り
と
り
美
術
展
〜
宮
崎
県
立
美
術
館

所
蔵
作
品
と
安
野
光
雅
の
「
あ
い
う

え
お
」〜
』
を
開
催
中
で
す
。
宮
崎

県
出
身
の
画
家
、
瑛え

い
き
ゅ
う九

と
瑛
九
に
関

わ
り
の
あ
る
靉あ

い

嘔お
う

や
池
田
満
寿
夫
、

北
川
民
次
な
ど
の
作
品
を
は
じ
め
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
や
マ
テ
ィ
ス
、
ル
オ
ー

な
ど
海
外
の
作
家
、
さ
ら
に
歌
川
国

芳
の
だ
ま
し
絵
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ

ン
ル
と
多
彩
な
作
家
た
ち
の
作
品
が

勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
じ
っ
く
り
と
楽

し
く
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、「
し
り
と
り

遊
び
」
や
「
名
前
（
題
名
）
さ
が
し
」

な
ど
、
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

い
る
の
が
こ
の
展
覧
会
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
津
和
野
町
出
身
の
画
家
・

安
野
光
雅
さ
ん
の
絵
本
『
あ
い
う
え

お
の
本
』
の
原
画
20
点
は
、
思
わ
ず

笑
顔
に
な
っ
た
り
、
は
っ
と
驚
か
さ

れ
た
り
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
す
て
き

な
発
見
の
あ
る
作
品
で
、
子
ど
も
か

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
カ
ー
ド
》

　

カ
ー
ド
を
開
く
と
絵
が
立
体
に

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

に
挑
戦
し
よ
う
。
誕
生
日
カ
ー
ド
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
い
ね
。

◎
９
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

《
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
》

　

紙
筒
と
ゴ
ム
を
使
っ
て
立
体
的
な

ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
づ
く
り
を
す
る
よ
。

◎
９
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り　

２
０
０
円

９
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

こ
ど
も
美
術
館
の
３
階
は
多
目
的

ホ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
貸
し
会
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
今
ま
で
に

絵
画
展
を
は
じ
め
、
お
茶
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
や
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ど

う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
浜
田
児
童
作
品
展

ら
大
人
ま
で
大
好
評
で
す
。

　

さ
ら
に
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
の

は
、
浜
田
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
で

す
。
こ
の
展
覧
会
に
合
わ
せ
、「
し

り
と
り
」
や
「
文
字
」、「
あ
い
う
え

お
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
絵
の
内
容
が

し
り
と
り
で
繋
が
っ
て
い
る
『
24
ｍ

し
り
と
り
絵
巻
』
や
、
安
野
さ
ん
に

も
負
け
な
い
く
ら
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
の
『
あ
い
う
え
お
ア
ー
ト
』
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
し
か
表
現
で
き

な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

考
え
た
り
笑
っ
た
り
、
作
品
の
前

で
心
を
解
放
し
な
が
ら
楽
し
め
る
展

覧
会
で
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

９
月
２
日
㈰
ま
で

※　

会
期
中
無
休
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
個
性
豊
か
な
作
品

展
が
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
揃
っ
て
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

料
金　

無
料

展
示
期
間　

９
月
14
日
㈮　

午
後
１

時
〜
16
日
㈰　

午
後
４
時

安野光雅　＜ねこ ねずみ＞ 
津和野町立安野光雅美術館蔵
©ANNO & ANNO ART MUSEUM

多
目
的
ホ
ー
ル
利
用
案
内

９
月
の
休
館
日

（
月
曜
日
）
３
日
、
10
日

（
展
示
替
）
４
日
㈫
〜
７
日
㈮

（
振
替
休
館
日
）
18
日
㈫
、25
日
㈫

《
ス
ペ
シ
ャ
ル
タ
イ
ル
》

　

小
麦
粉
を
こ
ね
て
つ
く
っ
た
粘
土

の
上
に
、
ビ
ー
ズ
な
ど
を
の
せ
て
き

れ
い
に
飾
ろ
う
。

◎
９
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
、
17
日
㈷

《
船
を
つ
く
ろ
う
》

　

ト
レ
ー
や
プ
リ
ン
カ
ッ
プ
な
ど
を

使
っ
て
船
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。
完

成
し
た
ら
水
に
浮
か
べ
て
あ
そ
ぼ
う
。

◎
９
月
22
日
㈯
〜
24
日
㈪
、29
日
㈯
、

30
日
㈰

●
材
料
費　

ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
ひ

と
り
２
０
０
円
、
そ
の
ほ
か
の
活

動
は
ひ
と
り
１
０
０
円

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
参
加
受
付　

午
後
３
時
30
分
ま
で




